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Abstract
Overviewing the span of human history reveals that humans have long seemed to think that beauty is worth sacrificing 

health. However, with changing times, beauty became coexistent with health, and then an extension of health: the position of 
beauty thus changed from “opposed to health” to “associated with health,” and “promoted by health.” Now, the contribution 
of cosmetics to health is in the spotlight with the spread of cosmetic therapy. This review introduces the new and reversed 
relations shared by beauty and health, and explains how “beauty leads us to health” from a psychological perspective.
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1. は じ め に

人類史を俯瞰すると，美は健康を犠牲にしても求める
べき価値であった。いわば，美と健康は対立するもので
あった。しかし時代は移り，美は健康とともにあるも
の，さらには，美は健康の延長線上にあるものと認識さ
れるに至った。さらに昨今，化粧療法の普及に伴い，香
粧品の健康への寄与が注目されている。すなわち，美の
延長線上に健康があるという，逆方向の認識である。以
下，美しさと健やかさの関係について，過去に公表した
論文に基づきながら，心理学的立場から整理する。

2. 化粧史：化粧の起源

化粧行為を広くとらえたとき，それは人類に限定され
た行為ではない。トキは繁殖期になると肩のあたりから
分泌される黒い色素を嘴で羽根につけ，墨色の姿に変身
する。いわば自前のメーキャップである。スキンケアに
ついては公園の鳩ですら水浴びをする。ゾウリムシが繊
毛運動によって体表の酸を排除することも体表の健全性
の確保である。ならばスキンケアの原点は，単細胞生物
にまで遡ることができよう。犬のマーキングなど，嗅覚
によるコミュニケーションは哺乳類に広く認められる行
為であり，繁殖期に特殊な匂いを発散する動物は，嗅覚
を通じて自己呈示を行っていることになる。これをフレ
グランスの源流と考えることもできる。
ただし，以上に挙げた化粧行為の萌芽は，あくまでも

自然物や自前の分泌物によるものである。人類は，これ
らの自然な行為としての視覚演出・体表の健康管理・嗅
覚演出を，加工された人工物を用いる技術に発展させ
た。人類の「化粧行動」の源流を動物に見つけることは
できるが，「化粧品」の誕生は，人類の登場を待たなく
てはならない。
現在，地球上の人類は，ホモ・サピエンス・サピエ
ンスの一種のみである。しかし3万年ほど前までは，ホ
モ・サピエンス・ネアンデルターレンシス（ネアンデル
タール人）も共存していた。その頃のホモ・サピエン
ス・サピエンスは，赤色オーカー（土からとれる顔料・
酸化鉄）の粉末を用いて遺体を赤く染めて埋葬すること
があり 1），時代は異なるものの，世界各地で赤く染まっ
た骨が発見されている。先王朝時代のエジプトの遺跡
（BC3500頃）からはカバの形の化粧パレットが発掘され
ている 2）。このパレットの上で孔雀石や方鉛鉱などの綺
麗な石を砕いてアイシャドウ用の粉末を作ったのであ
る。
紀元前14世紀・古代エジプトのツタンカーメン王の
玉座には，ツタンカーメン王に香油を塗るアンクスエン
アメン王妃の姿が描かれている。香油は，肌を乾燥から
守るスキンケアであり，もちろん，その良い香りはフレ
グランスとしても機能した。古代エジプトにおいて，ス
キンケア・フレグランスが用いられていた証拠である。
このように，現生人類は，文明の初期の段階から加工
されたアイテムを用いてメーキャップ・スキンケア・フ
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